
北海道コース 大阪コース

未来の福祉を創る、
あなたに。
未来の福祉を創る、
あなたに。

全国の福祉の先進事例を学ぶ、3日間の集団研修。

目まぐるしく変化する社会全体のなかで、

これからの「福祉」はどうあるべきだろうか。

新しい支援・サービスを創り出す、他分野との連携を構築する、

福祉を通して地方の課題の解決を図る。

各テーマに沿って仲間と一緒に学び合う3日間を通して、

将来の法人のヴィジョンを描く力を、あなた自身の手に。
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ツアーツアー 交通費

あ
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集団型次世代リーダー育成プログラム

参加費
無料



前
回
参
加
者
の
声

対象ツアー詳細（スケジュールイメージ）

概ね34歳までの福祉事業所で働く
スタッフ

「ひとづくり」・共生型の「まちづく
り」の実践の学びを通して、地方が抱
える課題に対する福祉法人の役割を
考えます。

各コース5名
※参加者は審査の上決定します。

下記イベントホームページから申請書をダウンロードし、
メールにて申請書を添付してお申込みください。

FACE to FUKUSHIは、福祉業界の課題を解決し、これから
の豊かな「FUKUSHI」を作り出していきます。福祉若手人材
の採用・育成に取り組むほか、全国各地でのネットワーク
フォーラムの開催等を行っています。
日本の「FUKUSHI」が世界最高のwelfareとなるように。

一般社団法人 FACE to FUKUSHI　（担当：岩本恭典）
〒530-0001 大阪府大阪市北区梅田1-3-1-6F-103
【 TEL 】 06-4799-0108　　【 FAX 】 06-4799-0107
【MAIL】 degeiko@f2f.or.jp
【 ホームページ 】 http://f2f.or.jp
【イベントページ】 http://f2f.or.jp/archives/972

【 URL 】 http://f2f.or.jp/archives/972
【MAIL】 degeiko@f2f.or.jp
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時間 １日目

現場見学

現地集合、移動
オリエンテーション

振り返り 振り返り

懇親会 訪問先との懇親会

現地解散

２日目 ３日目

講話・ディスカッション

昼食昼食

3日間のまとめ

経営者講話 見学・研修

現場見学

開催日程・訪問先

定員

・事業所の責任者を任されていて、
より良いサービスのためのヒント
を得たい！
・将来の法人経営を担う存在とし
て、広い視野や考え方を身に着け
たい。

など、事業の改善や新規展開に
関心が高い方に是非おすすめの
ツアーです。

参  加  費→無料
旅費補助→旅費の一部を支給いたします。

※往復交通費は上限5万円。
※ツアー中の宿泊費は主催者で負担。

参加費・旅費補助

申込方法

“地方”から
日本の未来を変える。

【訪問先】
社会福祉法人ゆうゆう

制度外の様々な新しい支援の取り組
みを知り、そこからヒントを得ると共
に、これからの福祉法人の在り方を
考えます。

【訪問先】
NPO法人み・らいず／NPO法人ノーベル
NPO法人Homedoor／NPO法人しゃらく

年2015 月10 日水～28 日金30

新たな社会課題に、
立ち向かう。

年2015 月11 日火～24 日木26

「福祉と地域の人々をつなげる
為」に必要な戦略や経験に基
づく方法を聴けました。福祉に
はたくさんの可能性があり、衰
退してきている地域の人と人と
をつなぐことのできる媒体で
もあると気づけました。

一般社団法人FACE to FUKUSHIでは、日本財団の助成を受けて出稽古ツアーを実施しています。
日本財団主催事業として2008年度から始まった本企画は、のべ150名以上の研修生を輩出しています。

【北海道コース】 【大阪コース】

「地域に生きる」を支えるために、医
療との連携や、地域のネットワークづ
くりなどの実践の在り方を、ともに考
えます。

【訪問先】
社会福祉法人むそう
社会福祉法人福祉楽団　他

分野を超えた協力で、
問題解決を図る。

年2015 月11 日水～11 日金13
【関東コース】

「できない」と言うより「どうし
たらできるのか」と考えること
と同じように、自分の中に限界
を作らずに、「もっとこうした
い」という思いを持ち続け、そ
の思いを常に確認し、社会に目
をむけていきたいです。

もっと地域に溶け込み、地域
住民や企業等と連携をとれる
パイプ作りがまず必要だと学
びました。
それを構築したうえで、地域の
特性や強みを武器に事業展開
を進めていこうと思います。

お
問
い
合
わ
せ
先

申込締切

必着

月9 日金18

こんな方にオススメ


